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周期的変動軸力を受ける偏平ケーブルの分岐応答に
及ぼす高次モー ドの影響


































































ここに,Tl,T2:対称 1次および対称 2次 (もしくは
逆対称 1次)振動の時間関数,Wl,W2:座標関数で
























ここに,wl,W2:対称 l次および対称 2次 (もしくは
逆対称 1次)振動の無次元固有円振動数,hlh2:対称





のサグ比 γ,縦波一横波伝播速度比 k-広 行琵 およ
び Wl,W2より定まる係数.





























p21-tan~1(S21/C21), Pl/2, Pl およびp21:位相差
(10)



































































































































































































































































































































































は l次振動の外力と逆位相の応答 - cllと同時に発生
し,主共振近傍では -clの応答振幅が - C21の応答
振幅よりも大きいが,加振振動数が対称 2次固有円振
動数 W2に接近するにつれて両者が逆転する.また,
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